
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      福井県生活学習館委託事業    

 

【 男女共同参画／企業編 】 

平成３０年  １１月２４日（土）  
１３:３０～１５:００  

『 資生堂はワーキングマザーに冷たいのか？  

真の女性活躍を目指す改革 』    
◆子育ては聖域にあらず～やさしさの勘違いとマミートラック 

◆女性が輝けない職場／会社の課題～「女性は意欲が乏しい」と嘆く前に 

◆家庭での男性活躍が女性活躍を促す     
 

お申込み･お問合せは、裏面をご覧ください。【主催：公益財団法人ふくい女性財団】 

託児あり 300 円／人 申込みは Web から 
(要予約) 

 

 

           
平成 30 年度 

男女パートナーシップ推進コース 

指導者養成講座 
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 講師：石塚 由紀夫氏（いしづか・ゆきお） 

日本経済新聞社経済解説部編集委員／女性面元編集長 

 

 

 

 

プロローグ～Prologue～ 

2015 年秋、NHK が朝番組「おはよう日本」で"資生堂ショック"と題し、資生堂の進め

る業務改革が特集されました。これまで他の企業に先駆け、育児休暇や短時間勤務を導

入してきた資生堂が、育児中の社員にも遅番や休日シフトに入るよう求める働き方改革

に取り組んでいることを紹介したものです。企業の新たな創意工夫として肯定的に捉え

た報道とは裏腹に、子育て社員の負担増を批判する声などを交え、インターネット上で

賛否の渦が巻き起こり話題となりました。「女性が働きやすい会社」「子育てがしやす

い会社」として知られる資生堂が改革に踏み切った狙いとは何だったのか。 

石塚氏は、"資生堂ショック"がネガティブな意味合いではなく、社会を新しい方向に変

える出来事であるとして、『資生堂インパクト』というタイトルを選び執筆されました。

女性活躍で一歩先を行く資生堂は、他社より一足早く、男女ともにキャリアアップする

ステージへの移行を始めています。 

そして、同じ課題は遠からず、社会的に対応を迫られることになるでしょう。この機会

に、地域社会で、企業で、家庭で、見つめ直してみませんか？ 

 

 

 

 

1964 年新潟県生まれ。早稲田大学卒後、88 年日本経済

新聞社入社。少子高齢化や女性のライフスタイル、企

業の人事制度などを主に取材・執筆。2015 年に法政大

学大学院 MBA（経営学修士）取得、修士論文のテーマ

は「女性管理職のキャリア意識とその形成要因」。同

年、女性面編集長就任。16 年より現職。同年出版した

著書『資生堂インパクト ―子育てを聖域にしない経

営』は大きな反響を呼び、取材・執筆活動の傍ら、多

くの企業や団体から女性活躍推進やダイバーシティを

主なテーマとした講演を行う。 

 

 

 

 



平成 30 年度 男女パートナーシップ推進コース 指導者養成講座 
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お名前 

 

(ふりがな) 性

別 
 

年

代    

20 代以下 30 代 40 代  

50 代  60 代 70 代以上 
 

職 

業 

自営 正社員 パート・アルバイト 

専業主婦 無職他（      ） 住  所 

〒 

 

所

属 
※団体・会社等があればお書きください。 

電 話  

PC・携帯 
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 

                   ＠ 

（受講決定のご案内をお送りしますので、必ずお書きください。） 

＊ご注意･･･参加決定等のメールは fujho-zai@iaa.itkeeper.ne.jp から送信します。迷惑メール対策などで 

受信制限の設定をされている場合は、上記メールを受信できるように設定の変更をしてください。 

ふくい女性活躍支援センターから、楽しく学べて役に立つ様々な講座の情報の無料メルマガをお届けします♪ 

★ メルマガ配信を希望されますか？（ パソコン・スマホ向け希望 ・ 携帯向け（リンクなし）希望 ・ 登録済 ・ 希望しない ） 

（メールマガジンはlady-go-fukui@pref.fukui.lg.jpからお送りします。受信制限をされている方はこのメールを受信できるよう設定をお願いします。） 

① ふくい女性財団ＨＰから申込（http://www.f-jhosei.or.jp） 

ふくい女性財団→「 働きやすさとは ～ワークライフバランスの再考 」 

にアクセスし「お申込みフォーム」をクリック！ 
  

② ＦＡＸ：０７７６－４１－４２６０へ送信 

下記申込書に記入の上、送信ください。 

●福井県生活学習館（ユー・アイふくい） 

〒918－8135 福井市下六条町１４－１ 

●アクセス 

＊フレンドリーバス（無料） 

・行き「福井駅東口」乗車 「生活学習館前」下車 

12:00 発 12:33 着／12:30発 12:43 着 

・帰り「生活学習館前」乗車 「福井駅東口」下車 

 15:43 発 16:16 着／16:33 発 16:46 着 

＊京福バス（羽水高校線・西大味線） 

福井駅前（５番のりば） 

→「県産業会館・厚生病院前」下車 

★ 環境への配慮から、公共交通機関の利用およびアイドリングストップにご協力ください。 

《お問い合わせ》 公益財団法人ふくい女性財団 
ＴＥＬ：０７７６－４１－４２５４  ＦＡＸ：０７７６－４１－４２６０ 
ＭＡＩＬ：fujho-zai@iaa.itkeeper.ne.jp 

申 込 方 法   ①ホームページから申込（ＰＣ・携帯）   ②ＦＡＸ     
申 込 期 限 平成 30 年 11 月 17 日 ※ただし定員に達し次第、受付終了します 

会   場   案   内  

※この申込書で取得した個人情報は、お申込み内容の確認、今後の講座案内のためにのみ利用させていただきます。 

👆ＨＰへアクセス 

http://www.f-jhosei.or.jp/

